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川崎町キャラクター
小梅ちゃん

福岡県無形民俗文化財　杖楽

町長就任あいさつ	 P2

議長就任あいさつ	 P3

選挙結果	 P4

まちのわだい	 Ｐ6～7

こちらお知らせ情報局	 Ｐ14～15



北
代　

俊
雄 

（
上
真
崎
）

中
山　

信
和 

（
米
田
）

小
田　
　

卓 

（
下
真
崎
）

手
嶋
真
由
美 

（
豊
州
）

議　長

櫻井　英夫
（中田原）

副議長

大谷　春清
（東田原）

川
根　

節
生 
（
木
城
）

手
嶋　

康
徳 

（
西
田
原
）

松
田　

孝
行 

（
大
豊
）

繁
永　

英
樹 

（
東
田
原
）

見
月　

康
一 

（
東
中
央
）

寺
田　
　

響 

（
安
宅
）

千
葉
加
代
子 
（
奥
谷
）

原　
　

節
雄 

（
西
田
原
）

樋
口　

秀
隆 

（
米
田
）

松
岡　

久
代 

（
東
田
原
）

　

町
内
桜
花
爛
漫
の
中
、
小
中
学
校
で
は
卒
業
、
入
学
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
子
ど
も
た
ち

を
見
る
た
び
に
感
動
で
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
天

皇
陛
下
退
位
に
伴
う
新
元
号「
令
和
」が
早
々
と
４
月
１
日

に
発
表
さ
れ
、
福
岡
ゆ
か
り
の
元
号
と
聞
き
、
誠
に
喜
び

に
た
え
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
新
時
代
へ
の
期
待
感
が
高
ま
る

中
、
町
議
会
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
新
し
い
議
員
が
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
私
も
再
選
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
４
期
16
年
の

経
験
が
認
め
ら
れ
、「
令
和
」初
の
議
長
と
し
て
そ
の
重
責
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
点
も
多
々

ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
も
地
方
自
治
を
よ
り
一
層
学
び
、

ふ
る
さ
と
川
崎
町
発
展
の
た
め
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
期
の
議
会
は
新
人
議
員
が
多
く
当
選
さ
れ
、
新
時
代

の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
に
ふ
さ
わ
し
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
顔
ぶ
れ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
長
も

手
嶋
さ
ん
か
ら
原
口
さ
ん
に
バ
ト
ン
が
引
き
継
が
れ
、
一

気
に
若
返
り
ま
し
た
。

　

議
会
と
執
行
部
は
、
よ
く
車
の
両
輪
に
例
え
ら
れ
ま
す

が
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
操
作
を
間
違
え
る
と
両
輪
は

制
御
不
能
に
な
り
暴
走
し
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
安
全
運

転
に
心
掛
け
、
そ
し
て
徐
々
に
加
速
し
町
勢
浮
揚
に
弾
み

を
つ
け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」

を
共
通
目
標
に
掲
げ
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
政
務
活
動
に

邁
進
い
た
し
ま
す
。

　
「
議
員
は
選
挙
が
終
わ
れ
ば
そ
れ
っ
き
り
、
何
を
し
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
。」と
言
っ
た
批
判
が
あ
り
ま
す
。
私

は
そ
の
点
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
議
会
基
本
条
例
と
政
治

倫
理
条
例
を
尊
重
し
な
が
ら
広
報
広
聴
活
動
に
努
め
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
是
非
と
も
議
会

傍
聴
に
お
い
で
頂
き
、
議
員
に
緊
張
と
活
力
を
お
与
え
く

だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い
し
、
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

５
月
８
日
に
行
わ
れ
た
初
議
会
で
、
議
長・副
議
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

町議会議員紹介（議席番号順）

所属委員会
議会運営委員会
●委員長

　寺田　　響
●副委員長

　小田　　卓
●委員

　中山　信和
　手嶋　康徳
　原　　節雄
　樋口　秀隆
　大谷　春清
総務常任委員会
●委員長

　樋口　秀隆
●副委員長

　川根　節生
●委員

　中山　信和
　北代　俊雄
　大谷　春清
民生文教常任委員会
●委員長

　原　　節雄
●副委員長

　見月　康一
●委員

　手嶋真由美
　繁永　英樹
　寺田　　響
建設産業常任委員会
●委員長

　手嶋　康徳
●副委員長

　小田　　卓
●委員

　松田　孝行
　千葉加代子
　松岡　久代
予算決算常任委員会
●委員長

　大谷　春清
●副委員長

　松田　孝行
●委員

　議長を除く
　議員１３人

令
和
新
時
代
の
ス
タ
ー
ト

原
口
町
政
、始
動
。

▲初登庁し花束を受け取る原口町長

町
長
就
任
あ
い
さ
つ

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

川
崎
町
を
活
性
化
し
、

も
っ
と
住
み
や
す
い
ま
ち
へ

　

去
る
４
月
21
日
執
行
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
や
各
方
面
か
ら
ご
支
援
を
賜
り
、
川
崎

町
政
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め

て
与
え
ら
れ
た
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
勇
退
さ
れ
た
前
手
嶋
町
長
は
、
２
期
８
年
間

に
わ
た
り
町
長
職
を
務
め
ら
れ
、
川
崎
町
の
基
盤
づ
く

り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
手
嶋
前
町
長
の
こ
れ
ま
で
の

功
績
に
対
し
て
、
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
政
策
ご
と

に
効
果
検
証
を
行
い
、
更
に「
住
み
た
い
、
住
み
続
け

た
い
川
崎
町
」を
発
展
さ
せ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

私
は
、
川
崎
町
職
員
と
し
て
36
年
間
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
役
場
で
の
仕
事
を
通
じ
て
、
ま
た
、

町
民
と
し
て
の
生
活
を
通
じ
て
、
川
崎
町
は
自
然
が
豊

か
で
、
人
に
優
し
い
町
、
本
当
に
住
み
や
す
い
町
だ
と

実
感
し
て
い
ま
す
。
昨
年
６
月
末
に
退
職
し
て
か
ら
の

僅
か
な
時
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
と
お
会
い
し
、
生
の
声
を
お
聞
き
し
、
改
め
て
政
治

に
携
わ
る
者
の
使
命
と
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
本
全
体
で
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
人
口
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
川
崎
町
の
子
ど
も
た
ち
が
進
学
等
で
一
時
期
は
町

を
離
れ
て
も
、
将
来
は
帰
っ
て
き
た
い
と
思
う
魅
力
の

あ
る
町
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
行
財
政
に
つ
い
て
で
す
が
、
地
方
分
権
や
権

限
移
譲
、
新
た
な
制
度
に
よ
り
役
場
の
業
務
は
増
え
る

と
と
も
に
、
複
雑
・
高
度
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
組
織

の
再
編
や
事
務
分
掌
の
見
直
し
で
、
効
率
的
な
業
務
の

執
行
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。
財
政
に
つ
い
て
は
、

統
合
中
学
校
建
設
事
業
、
公
営
住
宅
建
替
え
事
業
な
ど
、

多
額
の
予
算
が
必
要
と
な
る
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
依
然
と
し
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。
こ
の
こ

と
を
再
認
識
し
、
事
業
の
見
直
し
や
再

構
築
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な

財
源
確
保
に
努
め
、
創
意
工
夫
と

経
営
感
覚
を
も
っ
て
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
ま
す
。

　

私
は
、
今
回
の
選
挙
戦
に
お
い

て
、「
活
性
！
川
崎
町　

す
べ
て
は
町

民
の
た
め
に
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た

政
策
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

 

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
の
安
全
・
安
心
の
礎
は
、
強
固
な
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
築
か
れ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
に
よ
り
、
希
薄
化
の
進
ん

で
い
る
住
民
相
互
の
つ
な
が
り
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
推
進
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
幅
広
い
年
齢

層
に
お
い
て
趣
味
を
活
か
せ
る
サ
ー
ク
ル
活
動
等
の
運

営
支
援
を
行
い
ま
す
。
安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
導
入
や
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
促
進
し

ま
す
。
近
年
、
全
国
各
地
で
豪
雨
・
地
震
・
台
風
災
害
が

発
生
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
住
民
へ
の
迅
速

な
情
報
伝
達
を
は
じ
め
、
消
防
団
や
行
政
区
等
と
連
携

し
、
自
主
防
災
意
識
の
高
揚
、
防
災
力
の
強
化
を
は
か

る
と
と
も
に
、
災
害
や
火
災
か
ら
町
民
の
命
を
守
る
た

め
に
、
災
害
対
策
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

子
育
て
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
は
町
の
宝
で
す
。
住
民

の
皆
様
が
、
子
育
て
し
や
す
く
、
生
活
し
や
す
い
町
を

目
指
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
本
年
度
10
月
か
ら
保
育

料
完
全
無
償
化
を
実
施
し
ま
す
。
現
在
、
国
が
計
画
し

て
い
る
無
償
化
の
対
象
を
更
に
拡
充
し
、
０
歳
児
か
ら

３
歳
児
の
課
税
世
帯
を
含
む
、
全
て
の
幼
保
育
料
の
完

全
無
償
化
を
実
施
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
川
崎
町
で
子

ど
も
を
産
み
、
育
て
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の

子
育
て
支
援
拠
点
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

来
年
度
の
中
学
校
統
合
に
あ
わ
せ
、
通
学
路
等
の
安

全
対
策
の
実
施
や
、
放
課
後
の
校
外
ス
ポ
ー
ツ
へ
参
加

し
や
す
い
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。
更
に
学
校
教
育
の

充
実
を
図
り
、
基
礎
学
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
取
り
入
れ
、
町
内
す
べ
て
の
小
中
学
校

の
学
力
が
県
平
均
以
上
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
き
め
細
か
な
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
努
め
、

障
が
い
者
の
方
々
が
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
、
就
労
支
援
に
努
め
ま
す
。

 

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

農
業
に
お
い
て
は
、
新
規
就
農
者
支
援
、
営
農
支
援

を
進
め
ま
す
。

　

時
代
の
変
化
や
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
い
ち
早
く
対
応

し
た
農
業
を
打
ち
出
す
た
め
に
、
生
産
の
現
場
に
精
通

し
た
農
業
専
門
の
人
材
の
配
置
等
、
計
画
的
な
産
地
づ

く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
六
次
産
業
化
を
進

め
、
農
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

農
産
物
の
販
売
面
に
お
い
て
は
、
国
や
県
、
企
業
と
連

携
し
、
新
た
な
販
路
開
拓
の
た
め
に
、
私
自
身
が
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
関
係
で
は
、
中
小
企
業
の
事
業
拡
大

や
施
設
拡
充
に
対
す
る
支
援
、
空
き
店
舗
の
有
効
利
用

や
新
規
創
業
者
支
援
な
ど
、
元
気
の
出
る
商
工
業
振
興

を
目
指
し
ま
す
。
商
工
会
と
行
政
が
よ
り
連
携
を
深
め
、

商
工
業
の
元
気
を
支
え
、
特
に
商
店
街
の
空
き
店
舗
に

つ
い
て
は
、
様
々
な
意
見
を
募
り
、
町
民
の
交
流
活
動

や
創
業
、
起
業
の
拠
点
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

観
光
に
お
い
て
は
、
国
指
定
名
勝「
藤
江
氏
魚
楽
園
」、

戸
山
原
古
墳
な
ど
の
観
光
施
設
の
ほ
か
、
安
宅
の
彼
岸

花
や
大
ケ
原
の
黄
金
桜
な
ど
の
自
生
植
物
に
よ
る
景
勝

地
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に「
か
わ
さ
き
パ
ン
博
」は
県
内

外
か
ら
多
く
の
集
客
が
あ
り
、「
食
と
農
の
町
か
わ
さ

き
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
向
上
の
一
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
後
こ
れ
ら
の
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
に
加
え
、
新
た

な
観
光
資
源
の
発
掘
と
開
発
に
取
り
組
み
、
更
な
る
交

流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
町
内
で
活
動

さ
れ
て
い
る
文
化
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ

ん
と
連
携
し
、
川
崎
町
の
文
化
、
歴
史
を
継
承
し
、
郷

土
愛
の
育
成
に
も
努
め
ま
す
。

 

町
民
の
立
場
に
た
っ
た
ま
ち
づ
く
り

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
り
ま
す　

～
す
べ
て
は
町
民
の

た
め
に
～　

の
と
お
り
、
町
民
の
た
め
の「
ま
ち
づ
く

り
」は
、
町
民
一
人
一
人
が
参
加
し
て
初
め
て
完
成
す

る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
が
、
届
き
や
す
く
反
映
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
の
推

進
や
、
川
崎
町
の
将
来
の
基
本
的
な
指
針
と
な
る
総
合

計
画
・
総
合
戦
略
等
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
他
の
自
治
体
と
競
い
合
う
、
い
わ
ゆ

る
自
治
体
間
競
争
に
生
き
残
る
た
め
に
も
、
川
崎
町
を

活
性
化
し
、
も
っ

と
も
っ
と
住
み
や

す
い
ま
ち
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
川
崎

町
発
展
の
た
め
に

先
頭
に
立
っ
て
誠

心
誠
意
努
め
ま
す

の
で
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し

上
げ
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

 P
rofile

原
口
　
正
弘
（
は
ら
ぐ
ち
ま
さ
ひ
ろ
）

昭
和
36
年
２
月
５
日
生
ま
れ
。
昭
和
57
年
３
月
国
士
舘
大
学
中
退
。

昭
和
57
年
４
月
～
平
成
30
年
６
月
川
崎
町
役
場
勤
務
。

平
成
31
年
４
月
21
日
の
川
崎
町
長
選
挙
で
初
当
選
。
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新しい行政区長と区長代理が決まりましたので、お知らせします。

　４月21日に、町長・町議会議員選挙が行われました。
　町長選挙は、原口正弘さんと奈木野康徳さんの新人
２人が、また町議会議員選挙は、定数16人に対し、現
職12人、新人６人が立候補し、激しい選挙戦となりま
した。
　投票率は、町長選挙75.09％、町議会議員選挙
75.12％で、前回に比べると５ポイントほど低くなり
ました。
　即日開票の結果、町長には原口正弘さんが当選し、
町議会議員には、現職12人、新人４人が当選しました。

行 政 区 名 区 長 区 長 代 理
安 宅 区 宗 近　　 誠 伊 藤 雅 幸

荒平・黒木区 皆 見 省 三 藤 川 一 幸

木 城 区 中 村 靖 彦 大 谷 茂 信

下 真 崎 区 千 住 幹 雄 田 中 秀 義

上 真 崎 区 松 江 英 幸 広 畑 春 男

東 川 崎 区 田 所 義 信 奈木野　友　廣

太 田 区 西 山 忠 信 西 山 光 茂

永 井 区 谷　　 裕 行 松 浦 義 昭

東 田 原 区 西 本 泰 博 畠 中 達 浩

中 田 原 区 小手石　康　行 吉 武 照 髙

西 田 原 区 大内田　峰　夫 大 濱 康 之

池 尻 区 中 原 保 房 永 石 秀 昌

森 安 区 斉　藤　光司郎 米 田　　 勝

櫛 毛 区 野見山　　　勝 山 野 博 義

大 島 区 井手口　秀　公 樋 口 義 信

米 田 区 山 下 甚 也 山 口 道 明

本 町 区 松 本 安 正 田 原 英 和

吉 原 区 寿 浦 一 成 向 山　　 晃

奥 谷 区 田 尻 律 子 井 上　　 馨

上 豊 州 区 佐 藤　　 誠 梶 原 健 一

東 中 央 区 谷 岡 君 江 後 藤 久 夫

行 政 区 名 区 長 区 長 代 理
東 豊 区 徳 丸 裕 二 徳 丸 博 美

新 光 区 森　　 兼 二 丸 山 美 香

大 豊 区 釘 村 豊 己 矢 野 満 雄

豊 州 区 高 岩 義 則 藤 本 啓 二

豊 前 区 下 山 正 勝 松 浦 忠 美

三 井 区 小 田 清 二 小 柳 美 幸

島 廻 区 中 川 弘 一 千 葉 修 士

大 峰 区 板 木 和 彦 水 口 定 則

東 陽 区 河 合 義 明 藤 澤 春 枝

成 谷 区 中 山 照 通 中　山　美弥子

西 新 町 区 髙 見 隆 司 小 田 義 久

丸 山 区 中 村 成 雄 松 本 鋼 一

高 見 区 元 永 雅 親 古 賀 勝 征

手 の 浦 区 岡 本 雄 二 岡 本 新 一

宝 町 区 田 口 政 己 古 川　　 公

新 東 洋 区 小 松 孝 一 中 嶋　　 勝

麦 田 区 竹 下 金 也 田 中　 晃

第二新東洋区 竹 下 年 一 熊　谷　久美子

東田原団地区 江 島 義 應 小 賀　　 光

新田原団地区 盛 坪 愛 弓 中 岡 清 美

西川崎団地区 牧 野 義 光 香 本 一 幸

令和元年度  川崎町行政区長・区長代理

町長選挙・町議会議員一般選挙　選挙結果

　国民年金の第１号被保険者は、毎月の保険料を納め
る必要があります。しかし、所得が少ないなど保険料
を納めることが経済的に困難な場合、保険料を免除で
きる制度があるので、未納のままにせず「国民年金保
険料免除・納付猶予制度」の手続きを行ってください。
※保険料免除や納付猶予になった期間は、将来の老

齢基礎年金の受給資格期間に算入されます。

　保険料免除制度とは
　所得が少なく、本人・世帯主・配偶者の前年所得（１
月から６月までに申請する場合は前々年所得）が一定
額以下の場合や失業などの理由で国民年金保険料を
納めることが困難な場合は、本人が申請書を提出し、
承認されると保険料の全額または一部の納付が免除
になります。
　免除される額は、全額、４分の３、半額、４分の
１があり、全額免除以外は、免除されない部分を納
める必要があります。

　高齢者医療保険料の均等割について、これまで９割
軽減となっていた人は、今年度、８割軽減に変わります。
　介護保険料については、今年度、所得の低い高齢
者への保険料の負担軽減が強化されます。所得の低
い年金受給者の人へは、今年10月から年金生活者支
援給付金（基準額月5,000円）の制度が始まります。

（例）年金収入80万円以下の人

必要書類（コピー可） ○雇用保険受給資格者証　　○雇用保険被保険者離職票
○雇用保険被保険者資格喪失確認通知書

　　　　　免除・猶予の承認期間は
７月から翌年６月まで

　免除・猶予申請は、申請時点の２年１か月前の月分
まで申請することができますが、申請が遅れると、
万一の際の障害基礎年金・遺族基礎年金が受けられな
い場合がありますので、速やかに申請してください。

　失業などによる保険料免除・納付猶予の申請
　所得が免除の基準を超えていても、失業などの理
由で保険料の納付が困難な場合は、特例承認が受け
られます。

　猶予制度とは
　20歳から50歳未満の人で、本人・配偶者の前年所
得（１月から６月までに申請する場合は、前々年所
得）が一定額以下の場合は、本人が申請書を提出し、
承認されると保険料の納付が猶予されます。

▼介護保険料軽減は半年度分の軽減額を年度平均し
た額です。課税者が同居している場合は対象外です。
▼老齢年金生活者支援給付金（補足的な給付を含む）
の場合、支給要件（65歳以上で老齢基礎年金を受給
中、世帯全員の住民税が非課税、前年の年金収入額
と所得額の合計が879,300円以下）を全て満たす必
要があります。
　金額は保険料を納めた期間などにより異なり、基
本的に10、11月分を12月（年金の支払日と同日）に
振り込みます。
▼医療保険料を年金からの引き落としで納めている
場合、引き落とし額への影響は10月からです。

問　直方年金事務所　☎0949－22－0891　　住民課住民年金係　☎72－3000（内線120）

問　●後期高齢者医療制度について……高齢者福祉課　高齢者医療係　☎72－3000（内線124）
　　●介護保険について…………………高齢者福祉課　高齢者福祉係　☎72－3000（内線129）
　　●年金生活者支援給付金について…ねんきんダイヤル　☎0570－05－1165

問　川崎町選挙管理委員会　☎72－3000（内線416）

７月から令和元年度の
免除申請受付がはじまります

75歳以上（※）で医療保険料の均等割９割
軽減の皆さんへ

町長選挙確定得票
当 原 口 正 弘 5,408 森　安 新

奈木野　康　徳 4,861 

町議会議員選挙確定得票
当 寺　田　　　響 791 安　宅 現
当 手　嶋　真由美 765 豊　州 現
当 見 月 康 一 753 東中央 新
当 繁 永 英 樹 730 東田原 現
当 川 根 節 生 671 木　城 新
当 大 谷 春 清 612 東田原 現
当 松 岡 久 代 610 東田原 現
当 松 田 孝 行 606 大　豊 新
当 手 嶋 康 德 600 西田原 現
当 櫻 井 英 夫 596 中田原 現
当 小　田　　　卓 560 下真崎 現
当 北 代 俊 雄 545 上真崎 現
当 千　葉　加代子 541 奥　谷 現
当 中 山 信 和 469 米　田 新
当 原　　　節　雄 436 西田原 現
当 樋 口 秀 隆 394 米　田 現

杉 本 数 政 357 
藤 原 宏 行 339 

（※）65歳以上で障がい認定を受けて後期高齢者医療制度に加入し
ている人も対象です。

９割軽減 ８割軽減

保険料の納付額（2割）保険料の納付額（1割）

平成30年度 令和元年度
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まちの わだい

　平成19年から平成23年の１期目と平成27年から平成31年の２期
目、合わせて２期８年にわたり町長として町政に尽力された手嶋秀
昭前町長が退任しました。この日は退任のあいさつがコミュニティ
センターで行われ、その後退庁時には職員や多くの人たちの花道を
進む手嶋前町長へ、これまでの労をねぎらう大きな拍手が送られま
した。

　糸島市志摩体育館で、毎年恒例の福岡格闘技大会（空手・拳法・キッ
クボクシングなどの団体参加）が行われ、中学生の部で渡邉藍さんが
優勝し、崎山蓮司さんが準優勝、田代唯翔さんが３位となりました。
小学２年生の部では、崎山司竜さんが優勝。小学５年生の部では、
男子の部にエントリーした崎山蓮音さんが紅一点、大健闘し３位を
勝ち取りました。蓮音さんは「昨年は１回戦負けでしたが、今回は支
えてくれた家族や道場のみんなのためにやり抜こうと思いました。
皆さんの応援に感謝します。」と語ってくれました。

　５月の２週にわたって行われた町内各地の神幸祭では、太鼓や笛、鐘の音を響かせ、
元号が令和へと変わった今年も五穀豊穣や無病息災などが祈願され、山笠を引く威勢
のいい掛け声とともに初夏の訪れを告げました。若い人も参加し、時代が変わっても
伝統文化は新しい世代にも受け継がれているようでした。

　平成29年に発足した「福岡県市町村名勝庭園協議会」の第３回総会
が柳川市の御花を会場に開催されました。福岡県内に所在する国指
定名勝（庭園）を有する飯塚市（旧伊藤傳右エ門氏庭園）、柳川市（立花
氏庭園、戸島氏庭園、水郷柳河）、みやま市（清水寺本坊庭園）、築上
町（旧藏内氏庭園）、添田町（旧亀石坊庭園）、そして川崎町（藤江氏魚
楽園）の６市町の首長が一堂に会し、名勝庭園を適切に保存するとと
もに連携して活用を図るため、活発な議論が行われました。

▲花束を受け取る手嶋前町長

▲華やかで一際目立つ友心会の山笠▲山笠の横で踊る大島行政区の踊り

▲Ｄe・愛横広場で行われた子どもまつり

▲お旅所へ向かって出発する天降神社の神輿

▲大勢で担ぐ安宅の山笠

▲淡島神社大祭での祭典

▲駅前で色鮮やかな浴衣を着て踊る本町行政区

▲天降神社で奉納された永井獅子舞

▲正八幡神社での獅子舞

▲急な石段を一気に駆け上がる大石神社の神輿▲頭を噛んでもらって無病息災を祈願

▲昨年に続き２大会連続上位独占しました。

▲参列した関係者たち

▲国指定名勝庭園を有する６市町の首長

４/26

５/13

４/７

５/１

たくさんの人に見送られて
手嶋町長退任

庭園を守る
第３回福岡県市町村名勝庭園協議会総会

快挙！！
福岡格闘技大会上位独占

平成から令和へ
践
せ ん

祚
そ

改
か い げ ん

元奉
ほ う こ く さ い

告祭

５/３・４・５・11・12
受け継がれる伝統行事
神幸祭

　田原の正八幡神社で践祚改元奉告祭が斉行されました。「践祚」と
は、皇位を践

ふ

むという意味で、天皇が皇位につかれることです。「改
元」は元号が改まることで、西暦645年に始まった「大化」から「平成」
までの247の元号があり、「令和」は248番目の元号（年号）となりま
す。町内の神社では唯一の斉行となりました。
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157 近年増えている集中豪雨、気にな
る地震、火災…

「もしも」のとき、自分の命や家
族、暮らしを守るための「防災情
報」をお届けします。

vol.63ぼうさい
　かわさき

問　防災管財課　☎72－3000（内線231・232）

「永井遺跡２次調査について」

・火災の放送内容は、田川地区消防本部の
　火災情報テレホンサービス☎ 0947-42-0119 をご利用ください。
・防災行政無線の放送内容をもう一度確認したいとき
　→☎ 0800-200-2575（通話料無料）
・放送が聞き取りにくい世帯
　→戸別受信機の貸出ができます（※数に限りあり）。

災害に備えよう！（情報収集）

防災メール・まもるくんQRコード

　今年も、風水害が発生しやすい梅雨入りの時期になりました。
　これからの季節は、梅雨時期に限らず台風や大雨による風水害・土砂災
害が発生しやすくなりますが、「備えあれば憂いなし！」事前に災害に備えて、
自分自身や家族の命・財産を守りましょう。
　今月は災害に備えるために必要な「情報収集」についてお届けします。
◎情報収集の手段は？
　災害が発生しそうなときや雨が降り続いているときは次のような手段で情

報収集しましょう。
・テレビ、ラジオ
　災害が発生するおそれがあるときなどに情報を入手できます。
　また、テレビのデータ放送（テレビリモコンの d ボタンをクリック※詳しく

は取扱説明書をお読みください）でも気象情報など確認できます。
・防災メール ･ まもるくん
　身近にある携帯電話・スマートフォンに各種気象情報などを自動配信する

福岡県が提供するサービスです。サービスを利用するには事前登録が必
要です。下の QR コードでアクセス、または「mamoru@bousaimobile.
pref.fukuoka.lg.jp」に空メールを送信し、その返信メールの内容に従っ
て登録してください。

・インターネット
　パソコンや携帯電話・スマートフォンで、気象庁ホームページや福岡県防災

ポータルサイトなどで気象・警報情報や各種防災情報などを入手できます。

　皆さん、こんにちは。かわさきワクワク発

掘隊です。永井地区で永井遺跡２次埋蔵文

化財発掘調査が行われていましたので、紹

介したいと思います。

　永井遺跡についてはコラム73号で述べた

とおりですが、川崎中学校の周辺で遺跡が

見つかり、平成30年11月から翌年４月まで

発掘調査が実施されました。

　調査はＡ区とＢ区の２か所で実施され、

Ａ区からは７世紀から８世紀にかけての集

落周辺部と考えられる遺
い こ う

構のほか、中世の

集落跡と考えられる柱穴が数多く確認され、

永井遺跡の広さの手掛かりとなる資料が採

取されました。

　Ｂ区からは６世紀末から７世紀にかけて

の竪
たてあな

穴住居１軒のほか、溝や土
ど こ う

壙及び数

多くの柱穴に混じって、おびただしい数の

柵
さくれつ

列跡が確認されました。遺跡の内容から

集落周辺部の防御施設や境界を示すものと

考えられますが、その外側から住居が確認

されたことについては理由がよく解っていま

せん。

　今月からＣ区の調査が始まることになっ

ており、その後、教育委員会によって発掘

調査の整理と研究が進められる予定ですの

で、昭和59年度に実施された１次調査の内

容とともに、今回の成果が永井地区のより

正確な歴史と文化の解明につながるものと

期待されています。

次回の報告は何でしょうか。

お楽しみに！

田川市川崎町清掃センターへの
ごみの持込について

川崎町結婚新生活支援補助金について

プレミアム付商品券事業を実施します

　低所得者の婚姻に伴う新生活を支援するため、これから結婚し川崎町に住む世帯に対して
助成を行います。

【対象世帯】
○川崎町内に住居がある
○平成31年１月１日以降に婚姻届を提出し受理された夫婦
○夫婦ともに婚姻日に34歳以下
○世帯の夫婦の合計所得が340万円未満

【助成費用】 住居費と引越費用を合わせて上限30万円

【申請締切】 令和２年３月31日（火）まで
【申 請 先】 企画情報課
※世帯の条件によっては対象外になる場合が
　あります。詳しくは問い合わせください。

問　企画情報課　企画調整係
　　☎72－3000（内線304）

上限
30万円

問　総務課　庶務係　☎72－3000（内線307・308）

平成30年度情報公開制度の運用状況を情報公開条例第20条の規定に基づき公表します。
なお、情報公開制度の内容などについて分からないことがありましたら、気軽におたずねください。

①情報公開請求件数
実施機関 ※町長 議会 教育委員会 選挙管理委員会 農業委員会 合計
累　計 8 0 1 0 0 9

※町長の課別内訳
課　別 総務課 環境保全課 高齢者福祉課
累　計 1 6 1

②情報公開請求に係る処理状況
処理状況

処理別 公開 部分公開 時限公開 非公開 不存在 取り下げ 対象無し 合計
累　計 6 3 0 0 0 0 0 9

③不服申立件数
　平成30年度中における川崎町情報公開条例第14条第１項に基づく審査請求はありませんでした。

④情報公開請求者の内訳

内　訳 町内居住者 町内への
勤務者

町内の法人
その他団体

町外者で
町税納税者 その他の者 合計

累　計 1 0 3 0 5 9

川崎町情報公開制度の運用状況

　10月1日に予定されている消費税率の引上げに伴う影響緩和の対策として、対象者へ、プレミアム付商品
券事業を実施します。（例年のプレミアム付商品券とは異なります）
　対象者　　①　住民税が課されない人（生活保護を受けられている人などを除く。）
　　　　　　②　平成28年（2016年）4月2日以降に生まれた子のいる世帯の世帯主
　対象者へ円滑にご連絡するため、住所の登録などが適切にされている必要があります。以下の登録がされ
ているか、まずはご確認ください。
○住民登録
　現在、住んでいる住所を住民票に登録していますか？
○東日本大震災により避難された人
　避難先住所などの変更があればお電話ください。
○転居の際は、郵便局への転居届をお忘れなく！

 対象予定者　 7月上旬に通知を送る予定です。 問　商工観光課　☎72－3000（内線226）

プレミアム付商品券事業については、
今後随時広報しますので、

詳しくはそちらをご覧ください！

▲永井遺跡２次調査の航空写真

　平成29年9月より、川崎町から排出されるごみを清掃センターへ直接搬入する際
には、川崎町役場より搬入許可証を発行していましたが、５月31日をもって許可申
請を停止としました。ご協力ありがとうございました。

　　　 　　※６月３日以降のごみの持込には許可証は必要ありません。
　　　　 　　田川市川崎町清掃センターに直接お越しください。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

問　住民課環境保全係　☎72－3000（内線220）
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☎72-7
083

６月16日～７月15日

健診
※受付時間内に受付しなければ、医師
の診察を受けることが出来ません。
ご了承ください。

 乳児健診
７月９日（火）
（2019年２月12日～ 2019年３月９日生
まれ）

受付時間：13時～ 13時40分

 3歳児健診
６月25日（火）
（2016年４月24日～ 2016年６月25日
生まれ）

受付時間：13時～ 13時40分

相談
 保健なんでも相談
  （赤ちゃんからお年寄りまでの健康相談）

７月５日（金）10時～ 11時30分
【乳幼児】
体重測定、育児相談、離乳食相談など

【そのほかの人】
健康に関するご相談や血圧測定など

 ひまわり相談（予約制）

６月18日（火）
６月25日（火）
６月26日（水）
７月 ２日（火）
７月10日（水）
臨床心理士による乳幼児の言葉や行動面
の相談

６月28日（金）
言語聴覚士による言葉の相談

母子保健事業日程
■持ってくるもの：母子健康手帳
■場所：保健センター

　母子健康手帳は平日8時30分～
17時の間随時交付していますが、上
記の保健事業がある日はお待ちいた
だくことがあります。あらかじめご了
承ください。
　また、出産経験のある人は上のお
子さんの母子健康手帳を持って来て
ください。妊娠・出産に関する保健指
導を行っています。

対象者には
個人通知します

対象者には
個人通知します

令和元年度 高齢者を対象にした
肺炎球菌ワクチンの定期接種を実施しています
　日常的に生じる成人の肺炎のうち約２～３割は肺炎球菌が原因と考えられています。
肺炎球菌ワクチンは、１回の接種で肺炎球菌の23種類の型に対して免疫をつけることができ
ます。現在90種類以上の肺炎球菌の型が報告されていますが、このワクチンで高齢者の肺炎球菌
による感染症の80％以上がカバーできます。肺炎球菌による肺炎の予防や肺炎にかかっても軽い症状ですむ効果が期待されます。
　下記の定期接種の対象者①の皆さんへは案内を送付しています。対象者で希望する人は接種を受けてください。

　定期接種の対象者
　定期接種の対象者は毎年度異なるため、接種の機会を逃さないようにご注意ください。
　令和元年度に、川崎町に住民登録があり、①もしくは②の人が定期接種の対象です。
　本人が接種を希望し、過去に23価肺炎球菌ワクチン（ニューモバックス）の接種を１回も受けたことがない人
①対象年齢になる人
65歳となる人 昭和29年４月２日～昭和30年４月１日生 70歳となる人 昭和24年４月２日～昭和25年４月１日生
75歳となる人 昭和19年４月２日～昭和20年４月１日生 80歳となる人 昭和14年４月２日～昭和15年４月１日生
85歳となる人 昭和 ９年４月２日～昭和10年４月１日生 90歳となる人 昭和 ４年４月２日～昭和 ５年４月１日生
95歳となる人 大正13年４月２日～大正14年４月１日生 100歳以上となる人※ 大正 ９年４月１日以前生

※100歳以上の人が定期接種となるのは今年度のみです。希望される人は早めに受けてください。
②60歳～ 65歳未満の人で、心臓、腎臓、呼吸器の機能、　ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障がいを有する人
　※身体障害者手帳の１級程度の人　　※接種時に、身体障害者手帳または医師の証明書が必要です。　
●接種料金（自己負担額）…3,000円（ただし、生活保護受給者の人については無料です）
●接種回数および期間……１回（令和２年３月31日まで）
　※対象となる期間であれば、１年を通じて接種できます。体調の良い日に接種してください。
　※インフルエンザとは異なり、毎年接種するワクチンではありません。
　※万が一、過去に１回でも接種を受けたことがある人が接種をした場合、全額自己負担となりますので十分ご注意ください。

　任意接種の対象者
　川崎町に住民登録があり、次の（１）または（２）にあてはまる人です。任意接種は、町から3,000円を助成します。

（1） 75歳以上の人
（2） 満65歳以上～ 75歳未満の人で、心臓、腎臓、呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障がいを有する人
　　※前回の接種から５年以上経過していない人や、自費で２回接種した人は助成の対象外です。
●接種料金………………自己負担（助成額を除く）※
　※接種費用は医療機関ごとに異なりますので、医療機関に問い合わせてください。生活保護受給者の人も同様です。
●接種回数……１回

　予防接種の受け方
　下記の医療機関に予約をして接種を受けてください。接種を受けるときは、住所、氏名、生年月日が確認できるもの（健康保
険被保険者証、介護保険被保険者証、診療依頼書など）を持参してください。
市町村 医療機関名

川崎町

医）正久会荒木小児科医院
柏村医院
地方独立行政法人川崎町立病院
長主病院
医）古川病院
医）向野病院
医）田中整形外科医院
医）日高医院
松本病院

添田町

川口医院
医）中山医院
医）養生会宮城内科胃腸科医院
柳瀬外科医院
医）雪竹医院

糸田町

糸田町立緑ヶ丘病院
松岡内科
むかさ内科呼吸器科内科クリニック
吉田医院
庄野医院

赤　村 塚原内科循環器科クリニック

香春町
医）江本医院
佐柳医院

市町村 医療機関名

大任町

原医院
森戸内科医院
永川外科医院
医）富士見ヶ丘内科循環器科医院

福智町

医）たくまクリニック
宇都宮医院
福智町立コスモス診療所
福智町立方城診療所
医）上野病院
田川慈恵病院

田川市

後野医院
荒牧医院
岡部内科循環器科
かじ内科クリニック
医）木村クリニック川宮医院
医）くわの内科小児科医院
医）こうざきクリニック
医）社団重藤内科医院
しらかわクリニック
田川市立病院  ※
医）田中医院（見立）
医）田中内科医院

市町村 医療機関名

田川市

医）たなかのぶお小児科医院
医）田中医院（春日町）
医）中富内科医院
福井クリニック
藤下医院
みずき内科クリニック
医）鷹ノ羽会村上外科病院
医）弓削クリニック
秋吉整形外科医院
医）金子内科医院
医）佐々木整形外科医院
田川診療所
福）柏芳会田川新生病院
医）中山内科消化器科医院
一本松すずかけ病院
医）百武医院
ひだまりクリニック
村田医院
森田外科医院
医）吉峯医院
医）敬信会大法山病院
松尾ファミリークリニック

#38 栄 養 士 のつ ぶ や き
『まごわやさしい』でいつまでも元気なカラダを手に入れよう！

まめ
植物性タンパク質を補給しよう。
豆類や味噌・豆腐や納豆などの大豆製品

ごま
細胞の酸化を防ぐビタミンとミネラルが豊富。
ゴマやピーナッツ、アーモンドなどの種子類

わかめ
ミネラルが豊富で代謝を活性化します。
わかめや昆布、ひじきなどの海藻類

やさい
さまざまなビタミンやミネラル、食物繊維の宝庫
緑黄色野菜、淡色野菜、根菜など

さかな
DHA や EPA がコレステロール値を抑えてくれる
魚介類、特に青魚

しいたけ
食物繊維で血液をきれいに！腸の働きも助けます。
シイタケ、しめじなどのキノコ類全般

いも
ビタミンと食物繊維の供給源に！
じゃがいも、さつまいも、里芋など

　町内15か所の公民館にて実施中のわいわい健康くらぶで、
「フレイル予防教室」を行います！
　「フレイル」とは、年とともに心と体の活力が低下した状態
のことで、要介護につながりやすいと言われています。この
教室ではフレイル予防・改善のために、①健康運動指導士によ
る運動指導、②管理栄養士による栄養講話を行います。各公
民館１回ずつの教室ですので、ぜひご参加ください。

【日時】 ６月17日（月）　９時～15時35分
【場所】 保健センター　【対象】 どなたでもご利用できます
【内容】 臨床心理士が、個別に面接や電話で相談に応じます。
※本人だけではなく、家族からの相談も受け付けています。
※秘密は堅く守られます。匿名でもご相談をお受けします。

わいわい健康くらぶ  フレイル予防教室のご案内

こころの相談について ～誰にも話せないことを
　　相談できる場所があります～

予約制 無料

風しんの予防接種費用を助成します
（対象者）
①妊娠希望者（妊婦は除く）
②妊娠希望者および妊婦の配偶者（パートナーを含む）または、同居者（生活空間を
同一にする頻度が高い家族など）の皆さんで風しんの予防接種を希望する人
③昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性
※詳しくは保健センターへ問い合わせください。（広報かわさき７月号およびホームページへ掲載予定です）

※田川市立病院の接種対象者は、基礎疾患のある人となっています。接種を希望する人は、病院へ問い合わせください。

食育館
プ チ

【日　　時】 ６月27日（木）11時30分～13時
【申込期間】 ６月 ３日（月）～21日（金）（先着順）
【食 事 代】 500円
予約制：60食限定
予約には「名前・電話番号・生年月日」
が必要です。ほかの人の分を申し込
む場合も、その人の「名前・電話番号・
生年月日」が必要です。

開館のお知らせ
保健センターでは、旬の食材を使った
食事メニューを毎月ご案内しています。

・小松菜とお豆のドライカレー
・もやしと豆苗の中華サラダ
・四色きんぴら　・野菜スープ
※食材入荷の関係上変更することも
　ありますがご了承ください。

【６月の予定メニュー】

健康ポイント1回１ポイント

健康ポイント1回１ポイント

（日時・場所）
公民館 時　間 ① 運　動 ② 栄　養
中田原 13時30分～ 6月24日（月） 7月  1日（月）

上真崎 10時～ 7月  2日（火） 7月16日（火）

運動 ： 健康チェック（30分）、
　　　 講話と運動（60分）
栄養 ： 講話（45分）

申込み先 ： 保健センター
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地域子育て
支援センター
地域子育て
支援センター

　☎72－5800　Fax.72－3502
携帯サイト

http://www.kawasaki-kosodate.com

支援センターからの講座案内や
町からのお知らせなどをお届けします。

福岡県　川崎町地域子育て支援センター 検索

　子育ての悩み・不安、わからないこと、知りたいこと
など気軽に電話、またはセンターに来てください。
毎週月～金曜日（祝日・年末年始を除く）
8時30分～17時（随時）

　お子さんの行動や体の発達で気になることはありま
せんか。一人で悩まず気軽に相談してください。専門員
が相談に応じます。
相談日：６月  ４日（火）（発育相談）臨床心理士が対応
　　　　６月26日（水）（療育相談）専門員が対応
　　　　７月  ２日（火）（発育相談）臨床心理士が対応
対象者：0歳～ 17歳まで
時　間：各45分程度　　費　用：無料

子ども発育相談

テーマ：「雨、だいすき！」
日　時：6月18日（火）
時　間：10時30分～ 11時30分
場　所：子育て支援センター
対　象：0歳～就学前のお子さんと
　　　　その保護者
参加費用：無料
※雨に関連した絵本の読み聞かせ・紙コップシアター・
工作など、じめじめした梅雨の時期、親子で楽しいひ
と時を過ごしませんか？お待ちしています。

おたのしみ会のお知らせ

子育て相談

要予約

　「すこやか」では、子どもが遊べる
施設を開放しています。子育て中の
皆さん遊びに来ませんか
　施設利用料、講座利用料すべて無料です！！
利用対象：就学前のお子さんとその保護者

　「すこやか」では、子どもが遊べる
施設を開放しています。子育て中の
皆さん遊びに来ませんか
　施設利用料、講座利用料すべて無料です！！
利用対象：０歳～就学前のお子さんとその保護者

川崎町勤労青少年ホーム内

日時：６月11日（火）11時～11時30分
内容：絵本の読み聞かせ、うた遊びなど
★ボランティアサークル「絵本とお話の広場  まあぶる」

●おはなし会

日時：６月４日（火）10時30分～11時30分
内容：ふれあい遊び、工作など、親子で楽しいひと時を
　　　過ごせる育児教室です。
次回は７月２日（火）

●すくすく教室

日時：６月13日（木）10時30分～11時30分
★親子で体を動かしてみませんか。
　動きやすい服装できてください。

●親子でエアロビ

日時：６月20日（木）
　　　11時～11時30分
内容：「かえるの親子」
★かわいいかえるを折ってみませんか？

●子どもとおりがみ

日時：６月10日（月）
　　　11時～11時30分
内容：えいごで読み聞かせ、
　　　うた遊びなど
★えいごで絵本を読んだり
　歌をうたったりします。

●えいごであそぼう

熊丸みつ子先生とあそぼう
日時：６月14日（金）10時30分～11時30分
講師：熊丸 みつ子さん（福岡県子育てアドバイザー）
テーマ：「もうすぐ七夕」
★毎回保護者に大人気の講座です。先生の楽しい子育
てアドバイスを聞きながら、親子のふれあい遊びを楽
しみませんか。

●親子わくわく教室

電話で予約できます。

要予約

日時：６月25日（火）
　　　10時30分～11時30分
対象：生後２か月～１歳くらいの
　　　お子さんとその保護者
★持参するもの　バスタオル

●ベビーマッサージ 電話で予約できます。

わくわく広場

開催講座 ６月の行事予定

わくわく広場
　　　　ランチルームを
　飲食で利用できますので、
お弁当を持ってきても
大丈夫です。

開館：毎週月～金曜日
　　　10時～16時
　　　（祝日・年末年始を除く）

図書館だより

パピルス
★パピルス大人の教室

★新着図書

・大人の漢字教室
　６.13.20.27日
　（毎週木曜日13時30分～15時）
・大人のリコーダー教室
　６.13.20.27日
　（毎週木曜日15時～16時）

【一般書】
『自分は自分、バカはバカ。』	 ひろゆき／著
『夜が暗いとはかぎらない』	 寺地はるな／著
『苦しかったときの話をしようか』	 森岡毅／著

【児童書】
『うちの執事が言うことには』	 高里椎奈／著
『大渋滞』	 いとうみく／著
『初恋まねき猫』	 小手鞠るい／著

【絵　本】
『ぱぱぱぱぱんつ』	 うえだしげこ／著
『とんたんイスたん』	 新井洋行／著
『かぞくってなあに？』	 フェリシティ･ブルックス／著

【朗読テープ】
『広報かわさき５月号』

ブックスタート
日程：６月11日（火）
場所：保健センター
対象：乳児健診児とその保護者

ブックスタート（フォローアップ）
日程：６月25日（火）
場所：保健センター
対象：３歳児健診児とその保護者

日時：６月22日（土）
　　	 10時30分～11時30分
・絵本の読み聞かせ
・工作
	（折り紙カレンダーづくり
		６月はあじさいです。）

パピルス文庫
６月 図書館カレンダー

☎73-2699開館時間

平日・土曜 10時～ 18時
日曜・祝日 10時～ 17時

●入館者数	 	2,203人
●貸出冊数	 2,056冊
●新着図書冊数	 　87冊

４月 の利用状況

※30日館内整理日のため休館

日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 ●休館日

町立病院だより

医
療
に
係
る
倫
理
に
つ
い
て

vol.40

　

医
療
の
主
役
は
患
者
で
あ
り
、
治

療
方
針
の
決
定
は
患
者
自
身
の
自

己
決
定
が
尊
重
さ
れ
ま
す
。
今
回

は
薬
の
話
で
は
な
く
、
い
ち
医
療
者

と
し
て
お
話
し
ま
す
。

　

現
在
は
チ
ー
ム
医
療
と
し
て
患

者
と
様
々
な
職
種
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

が
協
力
を
し
て
治
療
に
臨
み
ま
す
。

ま
ず
そ
れ
に
は
医
療
者
と
患
者
の

信
頼
関
係
を
構
築
し
、
検
査
や
治

療
な
ど
の
医
行
為
の
前
に
十
分
な

説
明
を
行
っ
た
う
え
で
、
同
意
を
得

る（
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
）

必
要
が
あ
り
ま
す
。
医
行
為
の
内
容

に
よ
っ
て
は
文
書
で
の
同
意（
手
術

な
ど
）、
口
頭
で
の
同
意（
診
察
、
一

般
検
査
な
ど
）が
あ
り
ま
す
。
以
前

は
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
言
っ
て
、
主

治
医
が
自
ら
の
責
任
で
決
定
を
行

い
、
患
者
は
医
師
を
信
頼
し
て
、
そ

れ
に
従
う
と
い
う
父
子
の
よ
う
な

関
係
で
し
た
。
今
は
患
者
が
自
ら
の

病
気
や
生
命
が
ど
う
な
る
こ
と
を

望
ん
で
い
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
医

療
者
に
何
を
し
て
も
ら
い
た
い
か
、

と
い
う
患
者
自
身
の
意
思
を
優
先

的
に
考
慮
し
ま
す
。

　

チ
ー
ム
医
療
と
は
患
者
を
中
心

に
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
相
互
に
十
分
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
い
て

患
者
情
報
を
共
有
し
、
お
互
い
の
理

解
、
合
意
と
連
携
の
も
と
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
性
を
発
揮
し
な
が
ら

患
者
に
最
適
、
最
善
な
医
療
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
在
宅
医
療
な
ど

の
地
域
医
療
で
は
、
介
護
・
福
祉
な

ど
地
域
社
会
や
行
政
も
含
め
た
広

い
意
味
で
の
チ
ー
ム
医
療
に
よ
り
患

者
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
病
気
や
介
護
で
心
配

に
な
っ
た
時
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
身

近
な
医
療
者
、
場
合
に
よ
っ
て
は
行

政
の
人
に
相
談
し
て
み
て
下
さ
い
。

副
薬
局
長　

薬
剤
師

　
　
　

西
山　

博
基

４月27日（土）
「子ども読書の日のお話し会」を
開催しました

大型絵本の読み聞かせ

（折り紙工作）５月のカレンダーを作りました。
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（4月末日現在）

7,788 【45  】
【74  】
【119  】

【70世帯】

8,866
16,654

8,865

53
5 24

75

－41

【　】は、その内の外国人の数です。 ☎

 

● 川崎町役場 …………………………………☎72-3000
● B&G海洋センター ………………………☎73-3899
● 町立病院 ……………………………………☎73-2171
● 町立図書館（パピルスホール） ……………☎73-2699
● 保健センター（健康づくり課） ……………☎72-7083
● 子育て支援センター ………………………☎72-5800
● 火災の問い合わせ …………………………☎42-0119
● 漏水・断水の問い合わせ
昼間　田川広域水道企業団
　　　川崎町水道事務所

 

夜間  …
………………☎72-7641

……………………………………☎72-3000

善
意
を
あ
り
が
と
う

【
愛
光
園
へ
】　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
林
田
　
豊
子

○
町
立
同
和
保
育
所

あ
た
た
か
い
真
心
に
感
謝
し
ま
す

こ
ち
ら
お
知
ら
せ
情
報
局

編
集
後
記

○
今
月
号
の
表
紙
は
杖
楽
で
す
。

昨
年
の
取
材
の
時
に
初
め
て
杖

楽
を
見
て
、
今
年
は
２
回
目
と

な
り
ま
し
た
。
内
容
が
全
く
わ

か
ら
ず
初
め
て
見
る
時
よ
り
も
、

少
し
内
容
が
わ
か
っ
て
見
た
今

回
は
、
ま
た
違
っ
た
お
も
し
ろ
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
杖
楽
が
始
ま
る

と
杖
楽
殿
の
前
に
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
が
集

ま
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
地
元
で

愛
さ
れ
、
守
ら
れ
続
け
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

豊

▼
申
込
受
付
期
間

　

７
月
１
日（
月
）～
10
日（
水
）８
時
30

分
～
17
時（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

▼
申
込
方
法　

住
宅
課
備
付
け
の
申
込

用
紙
に
記
入
の
上
必
要
書
類
を
添

え
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
抽
選
日　

７
月
19
日（
金
）

▼
空
家
住
宅　

未
定

問
住
宅
課
住
宅
管
理
係

　

☎
７
２
・
３
０
０
０（
内
線
２
０
５
、

２
０
６
）

　

福
岡
県
で
は
、
令
和
元
年
度
狩
猟
免

許（
網
猟
、
わ
な
猟
、
第
１
種
・
第
２
種

銃
猟
免
許
）試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

▼
実
施
日　

７
月
25
日（
木
）

▼
会
場　

飯
塚
市
庄
内
交
流
セ
ン
タ
ー

※
飯
塚
農
林
事
務
所
管
内
分
の
み
掲
載

▼
申
請
期
間　

７
月
12
日（
金
）ま
で　

※
受
験
・
受
講
資
格
、
申
し
込
み
方
法
、

手
数
料
な
ど
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
飯
塚
農
林
事
務
所
農
山
村
振
興
課
地

域
振
興
係

　

☎
０
９
４
８
・
２
１
・
４
９
５
３

▼
日
時　

10
月
13
日（
日
）

▼
場
所（
予
定
）

　

①
福
岡
大
学（
福
岡
市
城
南
区
七
隈
）

　

②
九
州
国
際
大
学（
北
九
州
市
八
幡

東
区
平
野
）

▼
申
込
書
配
布
期
間　

７
月
２
日（
火
）

ま
で

▼
申
込
期
間　

６
月
３
日（
月
）～
７
月

２
日（
火
）消
印
有
効

▼
申
込
書
配
布
場
所　

県
の
各
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
、
県
庁
高
齢
者
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
課
、
川
崎
町
役
場
高

齢
者
福
祉
課

▼
問
い
合
わ
せ
・
予
約

　

福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（http://w
w

w
.tsc-f.net

）

　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
１
ー
１
ー

33　

は
か
た
近
代
ビ
ル
５
階

　
（
受
託
業
者　

パ
ー
ソ
ル
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ（
株
））

　

☎
０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０

▼
募
集
住
宅　

県
内
に
所
在
す
る
県
営

住
宅

▼
募
集
案
内
書
配
布
期
間
お
よ
び
申
込

受
付
期
間　

６
月
26
日（
水
）～
７
月

４
日（
木
）

　
（
申
込
み
手
数
料
は
不
要
）

▼
募
集
案
内
書
配
布
場
所　

県
住
宅
供

給
公
社
、
県
県
営
住
宅
課
、
役
所
お

よ
び
町
村
役
場
ほ
か

問
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部

☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０
２
９

　

県
庁
県
営
住
宅
課

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
７
３
９

▼
テ
ー
マ　
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法

が
出
来
て
か
ら　

～
各
地
の
動
き

を
語
る
～
」

▼
日
時　

７
月
９
日（
火
）18
時
30
分
～

（
18
時
受
付
開
始
）

▼
場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

▼
講
師　

森
山　

沾
一（
も
り
や
ま　

せ
ん
い
ち
）さ
ん（
福
岡
県
立
大
学

名
誉
教
授
）

※
申
込
不
要
・
入
場
無
料　

託
児
・
手
話

通
訳
あ
り
ま
す

問
人
権
推
進
課　

☎
７
３
・
３
２
７
７

　

田
川
広
域
水
道
企
業
団
で
は
、
現
在

１
日
あ
た
り
約
２
５
，
７
０
０
ト
ン
の

水
道
水
を
赤
村
に
あ
る
浄
水
場
か
ら
田

川
市
・
川
崎
町
・
糸
田
町
・
福
智
町
の
配

水
池
ま
で
毎
日
浄
水
を
送
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
水
道
水
を
安
心
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
大
腸
菌
、

に
ご
り
な
ど
51
項
目
の
水
質
検
査
を
定

期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査

を
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
回
行
う
な
ど
の

水
質
検
査
計
画
と
そ
の
結
果
を
企
業
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
水
道
事
務
所
窓
口
な

ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
浄
水
場

の
施
設
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
人
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
田
川
広
域
水
道
企
業
団
事
務
局
本
部

☎
４
１
・
１
５
０
０

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で
の
福
岡

県
出
身
戦
没
者
の
人
々
を
追
悼
し
、
平

和
を
祈
念
す
る
た
め
、
慰
霊
巡
拝
団
員

を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
行
先
、
実
施

時
期
、
行
程
、
参
加
費
用
な
ど
に
つ
い

て
は
、
６
月
下
旬
頃
決
定
す
る
予
定
で

す
。

▼
対
象
者　

左
記
地
域
に
お
い
て
戦
没

さ
れ
た
本
県
出
身
の
軍
人
、
軍
属
ま

た
は
準
軍
属
の
遺
族（
配
偶
者
、
父

母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
お
よ
び
甥
・

姪
な
ど
）

▼
巡
拝
地
域
・
予
定
時
期

　
【
ミ
ャ
ン
マ
ー
〈
ヤ
ン
ゴ
ン
、
ミ
ー

ト
キ
ー
ナ
、
マ
ン
ダ
レ
ー
な
ど
〉】

　

２
０
１
９
年
11
月
上
旬
頃　

５
日
間

程
度（
予
定
）

　
【
グ
ァ
ム
、
サ
イ
パ
ン〈
グ
ァ
ム
、
サ

イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
島
な
ど
〉】

　

２
０
２
０
年
２
月
中
旬
頃　

５
日
間

程
度（
予
定
）

※
巡
拝
地
域
・
予
定
時
期
が
変
更
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
定
員　

15
人

▼
申
込
期
限　

　
【
ミ
ャ
ン
マ
ー
】

　

９
月
６
日（
金
）

　
【
グ
ァ
ム
、
サ
イ
パ
ン
】

　

11
月
15
日（
金
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
財
団
法
人
福
岡
県
遺
族
連
合
会

☎
０
９
２
・
７
６
１
・
０
０
１
２

　

ま
た
は
最
寄
り
の
各
郡
市
区
遺
族
会

※
参
加
資
格
、
参
加
費
用
な
ど
は
、
直

接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

福
岡
県
の
美
し
い
景
観
や
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、『
見
て
・
聴
い
て
・
体
験
し

て
』一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

７
月
15
日（
月
）10
時
～
16
時

▼
場
所　

ア
ク
ロ
ス
福
岡（
福
岡
市
中

央
区
）

▼
内
容　

表
彰
、
発
表
、
体
験
型
イ
ベ

ン
ト
な
ど

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
み
の
要
否　

否

問
都
市
計
画
課

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
７
１
２

　
フ
ァ
ク
ス
０
９
２
・
６
４
３
・
３
７
１
６

問（
公
社
）福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
協

会
☎
０
９
２
・
４
３
１
・
４
５
９
０

　

住
所　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
南
２

丁
目
９
番
30
号

　

令
和
元
年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新

の
手
続
期
間
は
、
６
月
３
日（
月
）か
ら

７
月
10
日（
水
）ま
で
で
す
。
事
業
主
の

皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
期
間
中
に
労
働
保

険
料
な
ど
の
申
告
と
納
付
の
手
続
き
を

行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
岡
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課

　

☎
０
９
２
・
４
３
４
・
９
８
３
３

　
　

０
９
２
・
４
３
４
・
９
８
４
４

　

職
場
や
施
設
で
活
躍
し
た
い
。
社
会

の
た
め
に
役
立
ち
た
い
。
そ
ん
な
高
齢

者
の
皆
さ
ん
を
後
押
し
す
る
た
め
、
し

ご
と
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
同
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
企
業
と
の
面
談
ブ
ー
ス

の
ほ
か
、
専
門
相
談
員
が
皆
さ
ん
の
希

望
を
丁
寧
に
伺
う
相
談
ブ
ー
ス
も
用
意

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

▼
日
時　

６
月
20
日（
木
）13
時
～
15
時

30
分（
受
付　

12
時
30
分
～
15
時
）

▼
場
所　

飯
塚
市
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

４
階　

大
研
修
室

問
福
岡
県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー

　

飯
塚
オ
フ
ィ
ス

　

☎
０
９
４
８
・
２
１
・
６
０
３
２

▼
日
時　

６
月
23
日（
日
）９
時
50
分
～

15
時

▼
会
場　

町
民
セ
ン
タ
ー
（
香
春
町
役

場
横
）

問
知
恵
と
技
の
会
事
務
局

　

☎
０
９
０
・
２
９
６
９
・
４
６
５
５

　

県
内
18
か
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
相
談
内
容

　
・
自
分
に
合
う
仕
事
が
わ
か
ら
な
い

　
・
求
人
の
探
し
方
が
わ
か
ら
な
い

　
・
応
募
書
類
が
書
け
な
い

　
・
面
接
で
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な
い

　
・
不
採
用
ば
か
り
で
つ
ら
い

　

こ
の
よ
う
な
悩
み
を
再
就
職
専
門
の

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
１
対
１
で
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

概
ね
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
求
職
者

▼
持
参
物　

筆
記
用
具
・
履
歴
書（
な
く

て
も
可
）

※
個
別
就
職
相
談
の
ほ
か
、
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
や
職
種
別
セ
ミ
ナ
ー
も

開
催
し
て
い
ま
す
。

同
和
問
題
啓
発
講
演
会

第
13
回
　
福
岡
県
景
観
大
会

第
10
回  

香
春
町
た
く
み
ま
つ
り

労
働
保
険
年
度
更
新

水
道
水
質
検
査
計
画
の
お
知
ら
せ

６月

自
転
車
の
安
全
利
用

自
転
車
を
利
用
す
る
際
に
は
、
自
転
車

安
全
利
用
五
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

（
自
転
車
安
全
利
用
五
則
）

１　

自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道

は
例
外

２　

車
道
は
左
側
を
通
行

３　

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄

り
を
徐
行

４　

安
全
ル
ー
ル
を
守
る

５　

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

田

署
察
警
川

せ
ら
し
お
の
ら
か

署
察
警
川
田

せ
ら
し
お
の
ら
か

川崎町の事件・事故発生状況

オートバイ盗

4月 前年度月比

性犯罪

車上ねらい

空巣・忍込み

交通事故

５件 +５

０件 ０

０件 ０

０件 ０

１件 －５

令
和
元
年
度
狩
猟
免
許

試
験
開
催
の
お
知
ら
せ

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
に
つ
い
て

高
齢
者
の
た
め
の
し
ご
と
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
合
同
説
明
会

平
成
31
年
度
　
ポ
イ
ン
ト
方
式

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

福
岡
県
海
外
戦
没
者

慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

40
歳
か
ら
の
個
別
就
職
相
談

（
無
料
）実
施
中

令
和
元
年
度
　
第
二
回
町
営
住
宅

空
家
待
ち
抽
選
申
込
み
の
受
付

行政相談委員が決まりました
　総務大臣から４月１日付けで谷文和さん（東田
原）が川崎町の行政相談委員に委嘱されました。
　行政相談員は、社会的な信望があり、行政運
営の改善について理解と熱意を有する人の中か
ら総務大臣が委嘱するもので、地域で皆さんの身近な相談相
手として、行政サービスに関する相談や行政の仕組み、手続
きに関する相談を受け付け、相談者への助言や関係行政機関
への通知などの仕事を無報酬で行っています。
問総務課庶務係　☎72-3000（内線308）

谷 文和さん

2019年度　自衛官募集地域説明会

2019年度　自衛官採用試験案内
募集項目 資格 受付期間 試験期日 場所

第2回  自衛官候補生 18歳以上33歳未満 ～ 6月21日（金） 7月6日（土）～ 7日（日） 陸上自衛隊  小倉駐屯地

期　　日 時　　間 場　　所

6月16日（日） 9時～ 12時 田川情報センター

問　自衛隊福岡地方協力本部　飯塚地域事務所　☎0948－22－4847

15 2019.6広報 2019.6広報 14



広報 No.830		令和元年６月１日（毎月１日発行）		●発行／川崎町		●編集／広報編集委員会		●印刷／（有）川崎印刷

HAPPY BIRTHDAY 1さい

社会教育だより
ジュニアスイミング教室
受講生募集

　水難事故に最も遭
遇しやすい小学校低
学年を守るため、水
遊 び や レ ク リ エ ー
ションで水に慣れ、
水泳を初歩から学び
ます。

■期　　間　７月９日（火）～８月８日（木）までの
　　　　　　毎週火曜、木曜の計10回
　　　　　　（第５回目の７月23日（火）は、着衣泳を行

います。）
■時　　間　18時30分～20時
■場　　所　Ｂ＆Ｇ海洋センタープール
■参加対象　町内の小学１年生～３年生
　　　　　　※12.5ｍ（25mプールの半分）を泳げない人
■参 加 費　無料
■定　　員　30人
■申込方法　社会教育課に設置の申込用紙に、住所、氏

名、学校名、学年、年齢、電話番号、保護
者名を記入し提出してください。印かんが
必要です。

■申込期間　６月３日（月）～21日（金）
　　　　　　※定員になり次第締め切ります。

【日　時】　６月16日（日）9時

【場　所】　各行政区内
　　　　　※雨天の場合は、各行政区長に問い合わせ
　　　　　　てください。

【回収できるもの】
カン・ビンと簡易な燃えるゴミに限ります。

（必ず分別して地区清掃専用袋でだしてください。）
※家庭ごみは収集いたしません。

【収集場所】
各行政区の拠点収集場所に集積して
ください。

【収集方法】
後日、担当職員が拠点場所を巡回し、
収集いたします。

町内一斉清掃の
お知らせ

問　住民課環境保全係　☎72－3000（内線220）問　社会教育課　☎72－3000（内線410）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

７月に１歳を迎えるお子さんを募集します。６月13日（木）までに企画情報課へ写真をお持ちください。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
た
く
さ
ん
食
べ

て
笑
っ
て
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
。

小こ
づ
つ
み堤

　
煌あ
き
ら心

く
ん

６
月
12
日
う
ま
れ（
上
真
崎
）

毎
日
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。

お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
と
た
く
さ
ん
遊
ん
で
元

気
に
育
っ
て
ね
。

山や
ま
も
と本

　
伸し
ん

く
ん

６
月
23
日
う
ま
れ（
上
真
崎
）


